
働く

遊ぶ

会報シルバー

たからづか

１　
　
　
第

肖
／
」

《
‐
０

令和2年3月１５日

三乗　　　　　　　　　　　　　　＿

･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‾‘'‾‾‾爽･

宋几

り

‾

‥

‾ｼﾙﾊﾟ

ｰﾉﾘ

､

Ｉ゛‾

｡-

　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｉ　　　　　　　　　　　　　　

学ぶ

社会貢献

㎝
75’

編集発行：公益社団法人

〒665-0827宝塚市小浜２丁『



第１ ６ ２号会報シルバーたからづか令和２年３月

安
全
委
員
会
だ
よ
り

安
全
意
識
高
揚
へ
の
お
願
い

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
い
つ
も
安
全
就

業
に
つ
い
て
ご
協
力
を
頂
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
度
に
発
生
し
た
事
故
を
振
り
返

り
ま
す
と
、
発
生
件
数
は
傷
害
事
故
が

７
件
、
損
害
事
故
が
６
件
と
な
っ
て
お

り
、
損
害
事
故
に
つ
い
て
は
前
年
度
の

1
0
件
に
対
し
て
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

傷
害
事
故
に
お
い
て
は
前
年
度
の
２
件

に
対
し
て
３
倍
以
上
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
増
加
し
た
傷
害
事
故
の
発

生
内
容
に
つ
い
て
は
、
段
差
等
の
踏
外

し
や
蹟
き
に
よ
る
転
倒
が
３
件
、
自
転

車
で
の
転
倒
が
２
件
と
、
事
故
の
大
半

が
単
独
で
の
転
倒
事
故
で
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
故
発
生
要
因
の
大
半
は

慣
れ
や
油
断
、
慢
心
等
か
ら
く
る
注
意

不
足
だ
け
で
は
無
く
、
加
齢
に
よ
る
体

力
の
衰
え
や
瞬
発
的
な
運
動
能
力
の
低

下
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
会
員
各
自
が
安

全
就
業
を
自
覚
し
、
再
認
識
す
る
以
外

に
事
故
発
生
を
防
ぐ
術
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
損
害
事
故
に
関
し
て
も
作

業
前
等
に
安
全
確
認
を
行
い
、
安
全
意

識
を
強
く
持
つ
こ
と
で
未
然
に
防
ぐ
こ

と
が
出
来
た
も
の
が
大
半
で
す
。

　
昨
年
度
に
は
、
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
協
会
よ
り
、
事
故
撲
滅
に
向

け
た
取
組
み
強
化
の
要
請
依
頼
も
あ
り
、

全
国
的
に
事
故
撲
滅
に
向
け
て
の
取
組

み
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
保
険
に
関
し
て
は
、

引
受
け
保
険
会
社
の
新
規
受
入
れ
停
止

や
撤
退
等
の
情
報
も
寄
ぜ
ら
れ
て
お
り
、

今
後
も
継
続
し
て
事
故
が
発
生
し
た
場

合
、
保
険
内
容
の
見
直
し
等
に
よ
る
条

件
悪
化
は
避
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
旭
市
セ
ン
タ
ー
で
も
、
事
故
を
起

こ
し
た
会
員
に
対
し
て
免
責
金
額
の
負

担
を
設
け
る
等
、
様
々
な
方
法
で
事
故

撲
滅
へ
の
取
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
度
よ
り
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
事
な
ど
を
目
的
と
し
、

就
業
制
限
等
に
閲
す
る
実
施
要
領
を
施

行
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
の
よ
う

な
状
況
が
続
く
場
合
に
は
、
事
故
を
減

ら
し
、
安
全
就
業
に
対
し
て
の
意
識
高

揚
を
目
的
と
し
た
、
更
な
る
取
組
み
を

検
討
す
る
必
要
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

当
安
全
委
員
会
と
し
て
も
、
事
あ
る
ご

と
に
安
全
意
識
の
高
揚
に
つ
な
が
る
情

報
発
信
を
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
傷

害
・
損
害
事
故
を
問
わ
ず
、
「
事
故
を
起

こ
さ
な
い
」
と
い
う
強
い
意
識
を
会
員

各
自
が
持
っ
て
頂
き
、
事
故
防
止
に
努

め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
推
薦

　
作
品
発
表

　
先
般
募
集
し
ま
し
た
「
安
全
就
業
ス

ロ
ー
ガ
ン
」
は
、
次
の
３
作
品
を
兵
シ
協

へ
推
薦
し
ま
し
た
。

　
多
数
ご
応
募
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
推
薦
作
品

「
ま
あ
い
い
か
」
少
し
の
油
断
が
事
故

の
も
と
！

　
　
　
　
　
　
　
柏
木
　
行
夫
会
員

安
全
確
認
怠
る
な
’
・
自
分
の
た
め
・

仲
間
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
近
藤
信
一
会
員

努
め
よ
安
全
！
守
れ
安
全
’
・
今
一
度

の
確
認
を
！

　
　
　
　
　
　
　
能
祖
　
淳
子
会
員

●
1
2
月
～
１
月
の
事
故
内
容

　
　
　
　
令
和
２
年
１
月
末
垠
花

前

年

度

客

年

／

10

件
５
仲

損

害

２
件
６
件

傷

害

☆
傷
害
事
故
Ｔ

　
●
内
容

　
　
　
自
転
車
で
就
業
先
へ
向
か
う
途
中
、

　
　
坂
道
を
下
ろ
際
に
す
れ
違
う
車
両
を

　
　
避
け
な
が
ら
丁
字
路
を
曲
が
る
う
と

　
　
し
た
時
に
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
転
倒
。

　
　
そ
の
際
、
浦
上
の
壁
に
左
腕
と
両
膝

　
　
を
強
く
打
ち
つ
け
負
傷
し
た
。

　
●
注
草
原

　
　
　
周
囲
の
道
路
状
況
を
確
認
し
な
が

　
　
ら
通
行
す
る
と
共
に
、
バ
ラ
ン
ス
を

　
　
崩
し
や
す
く
、
急
停
止
が
難
し
い
下

　
　
り
坂
で
は
、
自
転
車
か
ら
降
り
て
通

　
　
行
す
る
等
の
安
全
対
策
に
努
め
る
こ

☆
傷
害
事
故
２

●
内
容

　
　
屋
外
清
掃
作
業
中
、
路
面
と
ス
ロ

　
ー
ブ
の
段
差
に
蹟
き
転
倒
し
、
顔
面

　
と
掌
を
負
傷
し
た
。

●
注
意
点

　
　
倣
れ
た
場
所
で
の
作
業
で
あ
っ
て

　
も
、
転
倒
し
や
す
い
場
所
を
再
確
認

　
の
う
え
、
安
全
意
識
の
向
上
に
努
め

　
る
こ
と
。

２
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◆お客様利用満足度調査を実施

　この度、お客様のニーズに添った仕事の発掘と更なるサービスの向上に資するため、令和元年１２

月１日から令和２年１月３１日の間、当センターを利用して頂いたご家庭を無作為に抽出してアンケ

ートをお願いしたところ、５３件の回答を得ました。

　アンケート結果からは、おおむね当センクづ員の迅速・丁寧な仕事ぶりに好感をもって順いたこ

とがうかがえます。

シルバーを知ったのは

仕事ぷり・マナー

今後の利用

仕事の内容

職員の対応

仕事の出来栄え

料金について

☆今後のご利用にあたり、ご希望の仕事はありますか？

　・荷物の整理

　・花苗や植木鉢の片づけ

　・風呂やキッチンの水回りの掃除、など

☆その他、ご意見・ご感想など

　・来られる日の連絡が事前になかった。

　・シルバー会員さんに食事を作って頂けるようになってから

　　家族全員が健康で笑顔が増えました。
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◆
安
全
講
習
会
開
催

　
令
和
２
年
２
月
1
4
日
（
奈
）
、
生
朋
９

時
か
ら
午
後
４
時
4
0
分
ま
で
、
当
セ
ン

タ
ー
犬
会
議
室
に
お
い
て
コ
ペ
ル
ご
教

習
所
尼
崎
教
習
セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師
を

お
招
き
し
て
安
全
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
刈
払
機
取
扱
作
業
者
1
4
名
が
受
講

し
、
受
講
後
、
安
全
衛
生
教
育
終
了
証
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

◆
パ
ソ
コ
ン
教
室
開
催

　
令
和
元
年
1
2
月
1
8
日
（
水
）
と
1
9

日
（
水
）
、
お
よ
び
令
和
２
年
２
月
１
９
日

（
水
）
と
2
0
日
（
古
、
当
セ
ン
タ
ー
小
会

議
室
に
お
い
て
、
パ
ソ
コ
ン
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
上
角
野
学
先
生
を
お
招
き
し
、

パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
を
使
っ
た
集
計
表
な
ど
の
作

成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
検

索
や
フ
リ
ー
素
材
の
取
込
み
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。

　
1
2
月
の
開
催
に
は
会
員
2
3
名
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
会
員
７
名
、
２
月
の
開
催
に

は
会
員
2
9
名
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
８

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

◆
「
ら
く
ら
く
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　
体
験
会
」
開
催

　
ま
だ
ガ
ラ
ケ
ー
を
使
っ
て
い
て
、
そ

ろ
そ
ろ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
替
え
た
い

と
お
考
え
の
シ
ル
バ
ー
会
員
も
多
い
か

と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
会
員
の
た
め
に
、

初
め
て
の
試
み
と
し
て
分
秒
２
牛
１
月

3
1
日
（
今
）
、
お
よ
び
合
作
２
年
２
月
2
8

日
（
金
）
、
当
セ
ン
タ
ー
ー
小
会
法
皇
に
お

い
て
、
「
ら
く
ら
く
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
体

験
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
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▲体験講習を受ける皆さん

　
こ
の
体
験
会
で
は
メ
ー
カ
ー
の
協
力

で
、
実
際
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
１
人

１
台
ず
つ
用
意
さ
れ
、
講
師
は
当
セ
ン

タ
ー
の
会
員
２
名
が
務
め
ま
し
た
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
様
々
な
機
能
が
初
心

者
に
も
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
、
参

加
者
は
講
師
の
話
を
熱
心
に
聞
き
取
り

な
が
ら
様
々
な
操
作
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　
体
験
会
は
各
日
４
回
に
分
け
て
開
催

さ
れ
、
１
月
の
開
催
に
は
会
員
1
5
名
、

２
月
の
開
催
に
は
会
員
1
2
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
こ
の
体
験
今
は
、
今
後
も
毎

月
１
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
接
遇
マ
ナ
ー
講
習
会

　
令
和
２
年
２
月
2
5
目
（
火
）
、
午
後
２

時
か
ら
４
時
ま
で
当
セ
ン
タ
ー
３
階
入

会
議
室
に
て
「
言
葉
遣
い
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
を
中
心
と
し
た

接
遇
マ
ナ
ー
講
習
会
」
を
株
式
会
社
ａ

・
ｌ
ｍ
代
表
・
取
締
役
米
谷
柑
子
氏
を
お
迎

え
し
て
開
催
し
、
会
員
1
3
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

『
就
宍
業
先
土
訪
二
問

◆　
令
和
２
年
２
月
７
口
（
奈
）
、
宝
墜
巾

青
葉
台
に
あ
る
市
営
西
山
霊
園
の
管
理

業
務
を
取
材
し
ま
し
た
。
西
山
霊
園
は

市
内
を
一
望
で
き
る
見
晴
ら
し
の
良
い

高
台
に
あ
る
。
霊
園
で
、
広
々
と
し
た
敷

地
内
に
約
３
０
０
基
ほ
ど
の
墓
。
廊
が
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
内
の
便
利
な
場

所
に
お
る
の
で
日
頃
か
ら
墓
参
の
方
が

多
く
、
特
に
お
彼
岸
や
お
盆
の
頃
に
は

全
国
各
地
か
ら
も
訪
れ
ら
れ
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
会
員
の
主
な
業
務
は
、

霊
園
内
の
清
掃
と
来
園
者
や
墓
石
業
者

の
方
へ
の
応
対
な
ど
で
す
。
現
在
３
扇

の
シ
ル
バ
ー
会
員
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

を
組
ん
で
就
業
し
て
い
ま
す
。

▲西山霊園で作業する会員

　
こ
の
日
就
業
中
の
中
多
武
十
会
員
に

お
話
を
伺
う
と
、
『
こ
こ
で
の
一
番
大
事

な
業
務
は
、
敷
地
内
や
お
墓
周
り
の
清

掃
作
業
で
す
。
墓
参
の
皆
さ
ん
に
は
い

つ
も
清
潔
な
環
境
で
お
茶
・
り
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
か
ら
。
特
に
落
ち
菓

と
ゴ
ミ
の
処
理
、
雑
草
の
手
入
れ
に
多

く
の
時
間
を
割
い
て
い
ま
す
。
桜
の
時

期
や
秋
の
落
ち
菓
の
季
節
、
そ
し
て
台

風
の
後
な
ど
に
は
か
な
り
の
量
の
ゴ
ミ

が
出
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
「
お

４
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